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金曜日は中間考査の成績提出締め切り日
で、各教科担当の先生方は、採点の結果とそ
れを踏まえた評価の結果を、学年教務の増田
先生に提出したはずである。その結果がまと
まって、間もなく担任の手元に届くだろう。
結果が思わしくなかった人については、冬休
み前にご注意申し上げたいと思っているの
で、それぞれ自覚があるに違いないから、し
っかり覚悟しておくように。
ちなみに、ご注意申し上げたい方々は、大

方が「遅刻」でご注意申し上げたい方々と重
なっている。そのことからも、遅刻がいかに
学校生活の基底と関係するかについて考察し
ていただきたいものである。遅刻については、
11月後半から重ね重ね注意を喚起してきた
結果、明らかに向上した人もいるし、遅刻し
ないようにと努力していることが明確に感じ
られる人もいる。しかし一方で、相変わらず
…という人もいる。これらはクラスのみんな
も既に感じているはずだから、該当の諸君は
それぞれに努力を継続してほしい。

＊
ところで、そろそろ来年の教材を検討する

時期になって、池田先生と一緒にいろいろと
考えたりしているのだが、今、君たちの手元
に現代文の副教材で『入試評論文読解のキー
ワード300』というのがあるに違いない。あ
れはなかなかイイ教材で、来年度も現代文の
授業で活用することになる。
例えば、「概念」というのを調べてみると

いい。この言葉は、ちゃんと定義しようとす
ると小難しくなってしまうのだが、『入試評
論～』を見ると、「「概念」とは、「これは何

か」という問いに対する答えです」と書かれ
ている。自分でも後で読んでみてほしいが、
続きをちょっとだけ引用してみよう。

たとえば、目の前の＜もの＞を見て、「こ
れは字を書くものだ」とか「これはペンだ」
と答えたとき、その＜字を書くもの＞とか
＜ペン＞というのが概念です。
このように、概念とは＜頭でとらえた、

ものごとの意味内容＞を意味しますが、そ
れを＜ペン＞という言葉で表現することが
できますので、しばしば概念は「言葉」と
読み直すこともできます。（→概念は、「意
味」または「言葉」と言い換えるとほぼ意
味が通じます。）
私は、これほど分かりやすい「概念」の説

明を他に知らない。言い換えに関する解説を
覚えておくと、難しい評論文も取り組みやす
くなるに違いない。
英語の単語集（例えば「速単」）などは、

どんどん読み進めるということは難しいと思
うが、現代文の単語集である『入試評論～』
は、特に暗記しようとか思わずに、とりあえ
ず最後まで読み通すつもりで、読み物として
読み進めることができるはずである。国語を
得意にしたいと思っている人がいたら、冬休
み中の自主課題として是非推薦しておきた
い。第1部の「基本知識」のところなどは、
現代文を読解するのに必要な、世界史と倫理
の骨格知識みたいなものがごく簡明にまとめ
られているわけで、この一年間、世界史や倫
理を学んできた立場で読み返すと、それなり
に身につくことがあるのではないかと思う。
読書の一環として取り組んでみよう。


